
 
 

 

 

 

     『ＷＢＣ『ＷＢＣ『ＷＢＣ『ＷＢＣ連覇連覇連覇連覇とととと古古古古きききき良良良良ききききベースボールベースボールベースボールベースボールととととテクアスピリッツテクアスピリッツテクアスピリッツテクアスピリッツ』』』』のののの関係関係関係関係

 皆さん、やってくれました！侍ニッポン連覇です！！すごかったですね～～！！最高に興奮しました！！
 私は、今回のＷＢＣはイチローに始まりイチローに終わったという印象を持っています。
    『『『『最強最強最強最強ののののチームチームチームチームをつくるというをつくるというをつくるというをつくるという一方一方一方一方でででで、、、、現役監督現役監督現役監督現役監督からからからから選選選選ぶというのがぶというのがぶというのがぶというのが難難難難しいとしいとしいとしいと言言言言うのではうのではうのではうのでは、、、、本気本気本気本気でででで最強最強最強最強チームチームチームチームをををを
つくろうとしているとはつくろうとしているとはつくろうとしているとはつくろうとしているとは思思思思えないえないえないえない』』』』
 『『『『大切大切大切大切なのはなのはなのはなのは足並足並足並足並みをそろえることみをそろえることみをそろえることみをそろえること。（。（。（。（惨敗惨敗惨敗惨敗のののの））））北京北京北京北京のののの流流流流れかられかられかられから（ＷＢＣ（ＷＢＣ（ＷＢＣ（ＷＢＣをををを））））リベンジリベンジリベンジリベンジのののの場場場場ととらえているととらえているととらえているととらえている空気空気空気空気がががが
あるとしたらあるとしたらあるとしたらあるとしたら、、、、チームチームチームチームがががが足並足並足並足並みをそろえることなどみをそろえることなどみをそろえることなどみをそろえることなど不可能不可能不可能不可能』』』』
 
　昨年の１０月にイチローがシアトルから発したこの言葉で、今回のＷＢＣに対する日本チームの軸足が決まっ
たと言っても過言ではないと思います。この言葉がなければ、まず流れは星野監督の北京五輪のリベンジという
脈絡で流れ、選手もその流れで選出されたと思います。
 イチローのビジョンの元に選出された原監督が、星野ジャパンのように原ジャパンと呼ぶのではなく、侍ジャパ
ンと自らのチームを名づけ、正々堂々武士道的精神の野球をすることを打ち出しました。
 最終的にはこのビジョンがＷＢＣの勝利の女神に１番受け入れられたからこその連覇だったのではないかと思
います。

 国家間の威厳がかかったスポーツでは、フェアプレイは名ばかりなんてことはよくあり、以前長野オリンピックの
ジャンプ競技で日本選手がＫ点越えを連発して金銀銅を独占したとき、その後スキー板の長さのルールが身長
の低い日本人選手には不利に変更され、当分の間表彰台に上がることができないことがありました。
 
　ノルディック複合でも距離とジャンプの配点が変更になり、ジャンプ得意の日本人には不利なルール変更にな
りました。
北京五輪でも開催２週間前に、延長１１回以降は無死１，２塁からのタイブレーク方式が導入されたり、当日の
出場選手を発表した後から、メンバーを変更してみたり、今回のＷＢＣでも登板間隔が４日間と決められていた
ところに、時差を持ち込んで登板を認めなかったり、相手を浮き足立たせる為の、球場外での心理戦というもの
が政治的に繰り返される傾向にあります。
 
　原監督が素晴らしかったのは、星野監督のようにすべてのアンフェアに気持ちが引っかかって、カッカ来て徹
底的に戦うのではなく、侍としてどんな状況でも正々堂々と戦うと言う意思を持っていたことだと思います。
 ２次ラウンドで２度目の韓国戦のとき、勝った方がアメリカと戦うことになるケースでも、韓国は調整ムードで日
本に敗戦し、ベネズエラとの準決勝を選択しました。日本は『『『『アメリカアメリカアメリカアメリカにににに勝勝勝勝たずしてたずしてたずしてたずして連覇連覇連覇連覇はははは無無無無しししし！』！』！』！』とあえて完全
アウェーのアメリカ戦を選択し韓国に勝利しました。
 
　そしてアメリカ戦の２日前に先発投手も公表し、真正面からアメリカ戦に望む決意を見せました。
 アメリカのメディアが『なぜ松阪はメジャーリーグが始まる前にそんなに本気になるのだ?』と自らＷＢＣを貶める
問いかけを原監督にしたとき、『松阪はいつも本気です!』というシンプルな回答に、アメリカという国の現状と侍
ジャパンの精神状態が見えた気がして、戦わずして勝負あったという感じがしました。

 韓国との決勝戦は本当に歴史に残る戦いでした。勝利の伏線は日本が『『『『アメリカアメリカアメリカアメリカにににに勝勝勝勝たずしてたずしてたずしてたずして連覇連覇連覇連覇はははは無無無無しししし！』！』！』！』
の選択をした２次ラウンドの韓国戦にあります。
 決勝戦、延長１０回、韓国はイチローを敬遠することが出来る状況でした。
 
　しかし敢えて勝負した。ここはベンチのサインが間違って伝えられたなど諸説はありますが、間違いなく勝負し
てます。原監督の貫いた正々堂々としたサムライ野球が最終的に『『『『イチローイチローイチローイチローにににに勝勝勝勝たずしてたずしてたずしてたずして世界一無世界一無世界一無世界一無しししし!!!!』』』』という韓
国チームの選択を引き出し、イチローのサヨナラヒットで幕を閉じました。
 まさにイチローに始まりイチローに終わったＷＢＣではないでしょうか。陽で活躍した松阪よりも、陰で縁起を起
こし、最後に陽転させたイチローが八卦道的にはＭＶＰだと思います（笑）！

 激闘の決勝戦を振り返って、アメリカのメディアがこう言っています。
 『そこには古き良きベースボールがあった。自分のことしか考えていないアメリカ人は、今世界で何が起こって
いるかしっかり見る必要がある』と。
 利益も効率も労務管理も企業経営にはとても大切な要素ですが、なにかスピリッツがその根底に流れていない
と、仕事と言うものは無味乾燥した淡々としたものになると言うことを、ＷＢＣのアメリカチームから感じ取ったの
は私だけではないと思います。まずは足元のゴミを拾うことから、テクアスピリッツを磨いてまいりましょう！！
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感謝！　　　　　　　羽原篤史

 



ｻﾌﾟﾗｲｽﾞの模様は
You Tubeで見てね。

　　　　　　ＰＳ．3月14日（土）にテクア技研の安全大会で、奇跡の杉ちゃんの講演会を
　　　　　　開催いたしました。
　
　　　　　　テクアのオヤジ軍団の不器用なサプライズが見れます！！
　　　　　　テクアスピリッツを感じていただければ本望です！！


